
これからのあらたな時代の人づくり・組織づくり・地域づくり
を目指す社会福祉士等のための

実践グループスーパービジョン
これまで多くの社会福祉士のリーダーや管理職が人材育成、経営、地域との共生、これらの

難しさを感じてきました。しかし、これまで、そもそも社会福祉士等ソーシャルワーカーを対
象としたマネジメントに着目した研修がほとんどない状態でした。

そこで、10年以上スーパービジョンを実践してきた社会福祉士が集まり、わが国内外の知
見（実践）・智恵（見識）・価値（歴史）を結集させ、日本の社会福祉士等ソーシャルワー
カーが目指すべき人づくり、組織づくり、地域づくりとは何かについて、検討する研修を準備
しました。本研修はグループスーパービジョン形態を取っているため、様々な視野を参加者同
士で共有できる場を形成していきます。
例えば、「人間としての責任」とは何か、「事業所の質を高めるリーダーシップ」とは何か、

「組織や従業員のウェルビーイング」とは何か、「日本に根付く仏教を踏まえた共生」とは何
か等、マネジメントに求められる観点を様々な環境で、最先端の知見、または智恵、または価
値を持つ講師陣が応援団である運営チームと共に社会福祉士等ソーシャルワーカーとしてのマ
ネジメント力を高めるためにお待ちしております。

８月16日対面

9:30～17:00
「総論：管理職に求められるマネジメントとは」

講師和田忍（足立区社会福祉協議会管理職）

事前視聴動画「認定社会福祉士制度におけるGSV」「グループスーパービジョンの留意点」
「組織のマネジメント」 （チームGSV 米川‣濱住）

「選ばれる福祉施設とは：施設の質とリーダーの質」
（講師和田俊一 株式会社ケアシステムズ代表取締役）

※第三者評価機関

事前視聴動画「プロローグ：各領域の動向」「第三者評価の動向」
「マネジメント力の基本」「マネジメント力の向上」

（株式会社ケアシステムズ代表取締役和田一）

第１日目研修 「GSV契約と留意点」「GSV事前面談」「テーマ別研修」
第１日目GSV 「第１回目GSV」／「第２回目GSV」
★初回は、マネジメントの基本、GSVの視点とチームづくりについて検討することがテーマです。

第２日目研修 「テーマ別研修」
第２日目GSV 「GSV演習／コンサルテーション」
★２日目は、第三者評価機関の視点から、施設やリーダーの質について検討することがテーマです。

2026年度

9月20日 Zoom

18:00～21:00

事前視聴動画「住民とともに地域づくり」
＋α「わが国の福祉を支えてきた仏教とはなにか」（浄久寺住職 平井俊圭）

「住民のニーズを踏まえた地域づくり」
（講師平井俊圭（三重県伊賀市社会福祉協議会会長）

第3日目研修 「テーマ別研修」
第3日目GSV 「GSVの振り返り」「プレゼンテーションについて」
★3日目は、住民のニーズを踏まえ制度（事業）づくり、地域づくりについて検討することがテーマです。

10月18日 Zoom

18:00～21:00

「法改正で社会福祉士に求められる視点と参画の意義」

（講師 山野目章夫 早稲田大学教授 / 元法制審議会民法 部会長）

事前視聴動画「法改正で社会福祉士に求められた視点」
＋α「民法と社会福祉士」「民法の動向」

（早稲田大学教授山野目章夫）

第4日目研修 「テーマ別研修」
第4日目GSV 「第3回目GSV」「第4回目GSV」

★4日目は、法・条例・規定等（事業所内規定含）に関与するマクロな視点から、実践者や職能団体に
求められる基盤づくりについて検討することがテーマです。

11月15日対面

10:00～16:30



事前視聴動画「フィンランドのソーシャルワーカー養成に関して」（ UEF教授 Riitta Vornanen ）
＋α「フィンランドの教育制度」（UEF 学科長 Timo Toikko）

「フィンランドの福祉観とソーシャルワーカー
養成の視点」

＋α事前研修 「幸福度の高いフィンランド等の福祉観（仮題）」（名古屋市立大学大学院 米川和雄）
第7日目研修 「テーマ別研修」
第7日目GSV 「プレゼンテーション確認」
★7日目は、世界幸福度第一位のフィンランドの制度やソーシャルワーカー養成から、人材養成や福祉観
（福祉の使命）について検討することがテーマです。

「プレゼンテーション：使命と展望」

事前視聴動画「GSV終了にあたって」 （チームGSV 濱住・米川）

第８日目GSV 「第8回GSV」「GSV事後面談」
第８日目研修 「プレゼンテーション」「GSV振り返り」
修了式
★最終日は、本研修やGSVを通して目指す「自らの人づくり・組織づくり・地域づくり」（自らの目標に合わ
せて設定）のプレゼンテーションと修了を称えることがテーマです。

※こども学校包括支援委員会共催

「命の重さと尊とさと」
講師濱住治郎（日本原水爆被害者団体協議会事務局長）

事前視聴動画「いのちの重さと尊さを考える」 （日本被団協 濱住治郎）
「いま、わたしたちにできること」
＋α「日本原水爆被害者団体協議会の歴史の歩み」

第6日目研修 「テーマ別研修」
第6日目GSV 「第6回目GSV」「第7回目GSV」

★6日目は、わが国の歴史を踏まえ、「いま、いのちのあるわたしたちにできること」について検討する
ことがテーマです。

ノーベル平和賞受賞動画等も視聴

2月19日 Zoom

19:00～21:30

３月22日対面

9:30～18:00

「ウェルビーイングを高める事業所と地域づくり」
講師丹頂淳司（グッドフェローズ株式会社代表取締役）

※介護保険事業所・障害福祉サービス事業所等

事前視聴動画「グッドフェローズ紹介」
「地域連携・地域貢献事業：わくわくビレッジのまちづくり」

（グッドフェローズ株式会社代表取締役講師丹頂淳司）

第５日目研修 「テーマ別研修」
第５日目GSV 「第5回目GSV」
★５日目は、職員のウェルビーイングの向上を踏まえた事業所づくり、（CSRを超えた）地域づくりについて
検討することがテーマです。

12月18日対面

10:00～16:30

講師 Pills Puurunen & Sisko Piippo
（ 東フィンランド大学講師：ソーシャルワーク研究・教育チーム）

応援団：生涯研修センター実践GSV運営チーム（五十音順）

GSV 大輪典子
専門：地域社会・多文化分野【高次脳機能障害】
東京社会福祉士会会長を３期歴任等

GSV 星野美子
専門：地域社会・多文化分野【意思決定支援】
厚労省成年後見制度利用促進専門家会議委員等

応援団長米川和雄〔本研修企画開発〕

専門：児童・家庭分野【スクールソーシャルワーク】
NPO法人理事長を20年以上務め、社会人SSWr養成18年等

GSV 和田忍
専門：地域社会・多文化分野【地域包括支援】
足立区社協管理職として３づくりに関与等

応援団酒入悦子
専門：地域社会・多文化分野【権利擁護】
SV部会員ぱあとなあ東京で会員支援や地域連携活動

応援団濱住玲子
専門：高齢分野【成年後見】
SV部会員ぱあとなあ東京の組織づくり、成年後見人育成等

1月17日対面

10:00～16:30

＜会 場＞
対 面：調整中（豊島区、新宿区、渋谷区、千代田区内で予定）
オンライン： Zoomミーティング



○その他 最終日、研修内で修了式が行われます。

問い合わせ 公益社団法人東京社会福祉士会 事務局 生涯研修センター
事務担当：渡会・仲田・岩本 TEL：03-5944-8466 ／ MAIL：syougaikensyuu@tokyo-csw.org

＜対 象＞
実践スーパービジョンの修了者（実践SVの修了者等の推薦者）で、３づくりに携わっている方
（リーダーシップを求められる方）／携わる予定の方（求められる予定の方）
※ほぼ本研修の全回に参加ができ（ほぼ事前視聴動画課題をこなせる方）、具体的に以下の方を対象と

しています
１）所属組織（職能団体含）で、後進育成に携わる方／その予定の方
２）現場のスーパーバイザー等として、人を支える取り組みに関与する方
３）所属組織（職能団体含）で、主任や課長等の管理職として、チーム作り、組織づくりに

携わる方／その予定の方
４）マネジメントについての基本を学習したい方
５）所属組織（職能団体含）のある地域で、ボランティアとの連携（チーム作り含）、

住民の声を聞いた施設づくりに携わる方／その予定の方
６）地域課題に取り組みたい方

※なお最終日に、今後の展望についてプレゼンテーション（10分程度）いただきます。

＜認定社会福祉士SVを受ける単位＞
認定社会福祉士のスーパービジョン（受ける）単位取得ができることを想定していますので、
各回には必要な書類の提出が求められます。一方で、単位取得を希望しない場合にもGSV契約
とGSV遂行に関わる書類を提出いただきます。個別事例を用いる場合には各機関の定める倫理
規定を踏まえた対応等が必要となります。
単 位 ①生涯研修制度独自の研修・実績（社会福祉士会が行う認定社会福祉士制度の認証
を受けていない研修）の 2単位8時間、または②生涯研修制度独自の研修・実績は 1単位 6時間、
グループスーパービジョン実績 2 単位となります。

＜事前説明会＞日時①5月16 日（土） 17：00～18：00 ②6月 13日（土） 17：00～18：00
   会場①・②ともにオンライン（Zoom ミーティングを使用）

＜事前説明会の申込方法＞下記URLか右側QRコードよりフォームに入力のうえ、
お申込みください。https://x.gd/PxHsL

＜研修受講の流れ等＞
①「説明会参加及び受講申請書」提出または「受講申請書」提出 研修申込締切：7月1日（水）
② 受講決定確認後、期日までに受講料振込
③ 第1回目に「GSV契約」が求められます。

研修日時 2026年8月16日（日）～2027年３月22日（月・祝）；毎月第３日曜日を中心
定 員 最小８名、最大15名程度

各回では、「事前動画の視聴」➩「各講師によるテーマ別研修（演習等60分）」
➩「GSV」又は「GSV演習」（110分）を想定しています。

※各回における ＋α 動画や＋α研修参加は任意です

参加 費 東京社会福祉士会会員 80,000円
他県社会福祉士会会員・一般 90,000円
※２年目以降の参加費は、人数比例により割引を検討しています。

「離職率の高い職場に不足している一般性技法」（NPO法人エンパワメント理事長 米川和雄）

「夜のまちの保健室から見える居場所のない若者たちの実態」（筑紫女学園准教授 大西良）

「岩手県大槌町における震災後15年目の今、教育支援センターの試み」（大槌町SSWr 南影元）

「不登校の子どもたちの声から学ぶ『もう一つの居場所』」（フリースクール事業統括責任者佐藤真一郎）

「災害支援の実際1.5次支援の実際から見る連携技能とは」（依頼中）

「ドキュメンタリー映画を通した学校の強み」（映画監督山﨑エマ）

「ソーシャルワーカーのための法テラス活用」（依頼中）

受講者用に様々なオンデマンド
コンテンツを準備予定

https://x.gd/PxHsL
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